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論文内容の要旨

論文目的:

この研究の目的は、死に逝く人のスピリチュアリティの覚醒するメカニズムを分析して、死に逝く人へのスピリチ

ュアルケア(霊的援助)の可能性を明らかにすることである。

仮説:

すべての人の中にスピリチュアリティ(霊性)は、普遍的に存在する。スピリチュアリティは、死の危機に直面す

る時に、すべての人の中で覚醒する。覚醒の動因は、死の危機によって既存の fわたしj 意識が崩壊することから起

きる。崩壊した「わたしj 意識の回復(癒し)を求めてスピリチュアリティ(霊性)が覚醒する。

宗教を持つ、持たないに無関係に、そのスピリチュアリティは、生命の危機によって覚醒し機能する。危機は「わ

たし」意識を崩壊させるので、その崩壊した「わたしJ 意識を回復するために、宗教を求める。宗教は「わたしJ 意

識の回復(癒し)をもたらす機能があるからである。宗教を求めるメカニズムは、スピリチュアルなものを求めるメ

カニズ、ムと共通する。

闘病記・遺稿集・日記・エッセーなどを資料として、危機体験を分析し、危機体験と宗教との関係を明らかにする

ことで、スピリチュアリティの特徴を明らかにすることができると仮定する。その上で、スピリチュアリティの機能

を「わたしJ 意識の回復と考える。それによって、スピリチュアリティの覚醒のメカニズムを明らかにできる。
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第 2 節 吟味・・・・
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方法論:

ガンを患い死に正面した人の闘病記・遺稿集・日記・エッセーを資料 (51 冊、 45 人)として選出する。その際、
二つの条件を定める。

第 1 条件は、著者はガンを患い死に直面している。

第 2 条件は、著者は既存の宗教を持たないと公言している。

この二つの条件を藩たす遺稿集等を選ぶ。

死の危機に直面した人の危機体験を 12 のカテゴリーに分類する。各カテゴリーに共通する体験は、既存の「わた
しJ 意識の崩壊と鮮明化であることを明らかにする。

次に、崩壊した「わたしJ 意識と宗教との関係を明らかにする。闘病記・遺稿集・日記・エッセーの中から宗教用

語を抽出する。宗教用語使用の特徴を明らかにする。更に、宗教用語が用いられている文脈から宗教用語に込められ
た著者の苦悩・心情・願望・後悔・怒りなどを明らかにする。宗教をもたないにも拘わらず、宗教用語を使用して表

現しようとした「もの」を探し出す。それは具体的には、 「魂の安らぎJ r生きる意味J r怒りの対象J を宗教に求
めているからであることを明らかにする。失われた魂の安らぎ・喪失した生きる意味・怒りやり場のなさが、宗教が
もっ「癒し」に期待していることを明らかにする。

宗教とスピリチュアリテイの相違点を明らかにする。宗教には、教団・教祖・教義・礼典などがあるが、スピリチ
ユアリティは、それらを生み出した魂の苦悩・心情・願望が表現されていることを明らかにする。

死の危機に直面した人の「スピリチュアリティの覚醒」は、「わたし」意識の癒しであることを明らかにした上で、

更に、スピリチュアルベイン(霊的苦痛)を満たすものが「外的絶対的他者」と「内的究極的自己」への探求にある
ことを明らかにする。

これらの分析を元にして、スピリチェアリティの性質・側面・内容・機能・癒しの方法などが明らかlこされる。最
後に、全ての人(宗教の有無に無関係に)へのスピリチュアルケアの可能性を明らかにする。

結果:

死の危機に直面した人たちの闘病記・遺稿集・日記・エッセーを分析することで明らかになった結果は以下の通り
である。

1 )闘病記・遺稿集・日記・エッセーには、ガンを患って死に直面した時の苦悩・心情・願望が赤裸々に吐露されて
いる。その意味で、それらの資料は死に逝く人々の深い心の問題を分析するには適した資料である。

2) 死に直面した人たちの危機は、肉体的危機・能力の危機・自尊心の危機・役割の危機・生きる目的の危機・死の
接近の危機・罪責感などの危機に分類できる。

3) それらの危機は、既存の「わたし」意識を崩壊させ鮮明化する。その特徴は「わたしJ への関心の集中化と挫折
感・敗北感・無価値感などである。

4) 危機によって崩壊した「わたしJ 意識の回復・再構築・癒しの為に、宗教への関心を示す。
5) 宗教への関心の特徴は、以下のようである。

1 宗教の創造

2 宗教の混同

3理性と感情の分離

4宗教への入信には無関心
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5 r安らぎJ r意味付けJ r怒りの対象」への必要

6) 宗教用語使用の根底には、宗教への入信はない。無関心である。にも拘わらす、宗教に関心をもち、自家制の宗

教を創造している事実は、宗教への「期待J rニーズ」があるからである。宗教への期待・願望とは、 「魂の安らぎ」

「生きる意味J r怒りの対象」である。

7) 宗教への関心は、病の癒し・生命の根源・全能者・不思議を行う方などである。

8) スピリチュアリティの覚醒は、死の危機が「わたし」意識を崩壊させるので、その崩壊された「わたし」意識の

癒しを求めるところから起きてくる。 rわたし」意識の癒しに必要なものは、 「魂の安らぎJ r生きる意味J r怒り

の対象」であり、それをを、自分の存在を超えた力をもつものに目を向けることと、自分の内側に新たな自己を見付

け出すことで得ようとする。

9) 宗教と「スピリチュアリテイ j の共通点は、 「わたしJ 意識の「癒しJ である。相違点は、宗教には教団・教祖・

教義・経典などが存在する。しかし、 「スピリチュアリティ」には、それらのものがない。あるのは、 「自己の存在

を超えたものJ (それを「外的絶対的他者」と呼ぶ)と「自己の中に真の自己を求める J (それを「内的究極的自己」

と呼ぶ)によって「わたしJ 意識の癒しを得ることである。これが「スピリチュアリティ」の特徴である。

10) rスピリチュアリティ J には、性質・側面・内容・機能・探求の方向性などがある。

11) rスピリチュアリテイ j の内容は、哲学的内容・宗教的内容・心理的内容が混じっている。スピリチュアリティ

の性質は、 「わたし」意識の中核にあり、人生を支える基盤である。

12) スピリチュアルケア(スピリチュアルペインの緩和)には、死に逝く人自身の「わたし」意識へ関心を集中させ、

哲学的・宗教的・心理的内容への配慮が必要である。崩壊した「わたし」意識の癒しには、外的絶対的他者(自己超

越への関心)と内的究極的自己(究極的自己への関心)とがあるので、ケアはそれに向けでなされるのがよい。

研究の意義:

宗教の有無に関係なく、死に逝くすべての人のスピリチュアルケア(霊的援助)が可能になると考える。

論文審査の結果の要旨

死に直面したがん患者のスピリチュアリティ(霊性)の覚醒のメカニズムを明らかにした研究である。資料として

死に逝く人たちが遺した闘病記・遺稿集・日記などを用いて、死に危機を詳細に分析した。更に、その人々と宗教の

関係を宗教用語を丹念に抽出し、そこに現されている願望・期待などを明らかにした。この研究は、スピリチュアリ

ティの本格的研究が今日までなされてこなかったことを考えると、非常に貴重な研究である。また、このような研究

が新たな研究の可能性を開いたといえる。これらのことを考えて博士学位に相当する論文と判断した。
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